
各分野における特定技能外国人等の受入れ事例集

最新資料はこちら（出入国在留管理庁ＨＰ）を御覧ください。

特定技能制度「外国人労働者に関する制度概要」
https://www.moj.go.jp/isa/content/001335263.pdf

（令和８年７月10日更新）

https://www.moj.go.jp/isa/content/001335263.pdf
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介護分野における特定技能外国人の受入れ事例

・法人名：株式会社マザーズ（愛知県名古屋市）
・事業内容：介護事業（高齢者グループホーム、障害者グループホーム等）
・外国人材の受け入れ実績：外国人介護人材の受入状況 計105名（令和8年2月時点）
特定技能（介護）44名（ミャンマー、インドネシア、バングラデシュ他）
在留資格「介護」 3名、技能実習 ６名、技術・人文知識・国際業務 1名、留学 30名
日本人の配偶者等の身分系在留資格 21名（フィリピン、中国他）

 外国人職員を法人全体でバックアップする体制を構築。外国人職員の頑張りに応えたいという気持
ちから、法人内に「グローバル推進部」を発足。

 定期的な研修の開催や、公用語や母国語でのマニュアル作成を行う。登録支援機関には、採用や
出入国時の送迎、初任者研修等の資格取得に係る学習支援を依頼。

 年に1回開催される社員総会では、外国人職員の日頃の努力や技術力を紹介。
 施設では、外国人職員１名が管理者を支えるフロアリーダーとして、日本人・外国人職員をまとめて
いる。

受入施設等の特色

受入施設等の紹介

受入施設等の取り組み、工夫
 法人の人材戦略上、外国人介護職員の受入れは必要不可欠と判断。
海外マーケットを視野に入れ情報収集を開始し、特定技能外国人の受入れを決定。

 施設では現場の就業面や日々の学習のサポートを実施。さらに、N1,N2の合格時や介護福祉士を
取得し、在留資格「介護」に移行した際には報奨金を支給するといった、外国人職員の日本語学習
や、介護福祉士資格取得へのモチベーションアップに繋がる制度を策定。

 研修では、交通ルールやごみの出し方等の生活・文化面から、初任者研修等の受講や介護福祉士
国家試験受験までの流れといった学習面まで幅広く教えている。そのほか、研修内で日本語のスピー
チコンテストを開催し、外国人職員同士で採点、上位の職員には賞品を授与するといった取組も実
践し、外国人職員の日本語学習のモチベーションや人間関係の構築に繋げている。

 配属の際には、自宅や寮からの距離や、同じ国籍の先輩がいるか配慮をし、精神的に安心できるよう
な環境づくりを心掛けている。

 地域の交流を積極的に行い、フリーマーケットやグループ内のこども食堂にも外国人職員を参加させ、
地域住民との交流の実現や、外国人職員の母国の文化を広めることができるような活動を進めて
いる。 公用語を併記した法人独自のマニュアル

・フロアリーダーとして施設職員をまとめる
（上写真）
・利用者とのコミュニケーション
（右写真）

介護福祉士資格の取得
までサポート
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ビルクリーニング分野における特定技能等外国人の受入れ事例 

受入企業の紹介

受入企業の取組や工夫

業種：ビルメンテナンス企業 所在地：東京都、神奈川県
在留資格別人数：技能実習生53名、特定技能5名（全員ベトナム出身）
受入開始：実習生は2016年8月～、特定技能は2019年10月～

○企業単独型の強みを生かした教育
入国前後の研修にビルクリーニングのプログラムを取り入れることにより、よ

り深い教育が実現し、実習開始がスムーズに
○評価制度・福利厚生の充実

•日本語検定、ビルクリーニング技能試験、社内評価試験に合格すると基本給が
昇給するなど、技能実習・特定技能の賃金改定規程を作成

•実習修了後の目標設定と昇給額を明確化することにより、外国人材のモチベー
ションが向上

•グループ会社間でボーリング大会、登山イベントなどの社内交流を実施し、日
本人・外国人材のチームワークを強化

ベトナム人女性 27歳
日本語能力試験N３合格
技能実習２号修了後、特定技能に

•来日前は不安だったけど、会社が
サポートしてくれたので、早く生
活に慣れることができた

•日本のビルクリーニング技術、日
本語、日本の文化を理解できたの
で、この会社で働けてよかった

•将来は、ベトナムで日本語関係の
仕事や、日本に行きたい人の手伝
いをしたい

受入企業の声
•当社では、技能実習２号修了者のステップアップとして、特定技能制
度を活用している。技能実習の期間を含め最大8年間の就労が見込ま
れるため、技能実習生に対する指導といった活躍を期待している。

•契約先からは、特定技能外国人の働きぶりに対し、「実習生の頃よ
り責任感が強くなって頑張っている」との評価をいただいている。

•特定技能外国人自身も、実習生から正規職員になったことで、実習
生の時よりも高度な仕事を任され、やりがいを持って仕事をしてい
る。

技能実習（３年） 特定技能（5年） 8
年

特定技能外国人の紹介

特定技能外国人の声

○生活面のサポート
•自社宿舎を用意し、先輩との同居により生活面の不
安を解消

•携帯電話、Wi-Fi無料提供により母国の家族と通話
できる環境を整備

•ベトナム人の通訳を雇用し、母国語での相談に応じ
ることや病院へ同行することで不安解消 ＜登山イベント＞

２
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ビルクリーニング分野における特定技能等外国人の受入れ事例 

業種 ：ビルメンテナンス企業 拠点所在地：東京都、大阪府
在留資格別人数：技能実習生59名、 特定技能は16名（出身国は主にインドネシア）
受入開始 ：実習生は2019年2月～、 特定技能は2021年4月～

○言語サポート
 ・インドネシア人スタッフが仕事や生活全般をサポート。
 ・業務連絡会の時に可能な限り日本語を使い、日本語を使う機会を増やしている。

○福利厚生等の充実
 ・スポーツ大会や日本文化体験等のイベントを開催。

 社員との親睦を図り、日本文化に親しむ機会を提供している。
・近隣のお祭りや神社のごみ拾い等、地域との共生にも力を入れている。

○技術研修と役割による手当の支給
 ・技能検定取得時は報奨金を支給。社内講師による検定試験対策など、積極的な支援。
 ・リーダー、チェッカー等の手当を支給。

受入企業の紹介

受入企業の取組や工夫

受入企業の声
「覚えが良く、作業も早いため大変助かっている。明るく
まじめで意欲も高いため、職場にも良い影響を与えてくれ
ている。」と現場で評判です。

特定技能外国人の声
４年目に入り、任せてもらえる仕事も増えており、やりがい
を感じています。

練り切り体験

○面談・対話・マネジメント
・定期的に面談を行い、信頼関係を大切に日ごろから気軽に相談できる体制を整えている。
・本人の意思を尊重しながら目標を一緒に考えると同時に、職場での働きぶりなど
良いところに積極的に目を向け、評価も含めてアドバイスを行っている。

新しいことにチャレンジできる環境で、会社のサポートもしっ
かりしているため、安心して仕事に取り組むことができます。
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美濃工業株式会社
【分 野】 工業製品製造業分野

【本社所在地】 岐阜県中津川市

【従業員数】    855人 （うち１号特定技能外国人が154人（国籍：タイ、フィリピン））

【主な製造品】 アルミダイカスト製品、その他ダイカスト製品 【2026年１月時点】

採用方法・業務内容 定着・活躍に向けた取組等 受入れによる効果、活躍ぶり

本人の声

 特定技能外国人材は、自社で技能実
習2号修了者を中心に採用している。

 また、外国籍の正社員として、①日本
の大学留学経験者を採用すると共に、
②日本人と結婚した元技能実習生等
を採用し、特定技能外国人材と一緒
に働いてもらうことにより、外国人同士
の良好な関係性が構築できるように
工夫している。

 特定技能外国人材は制度が認める
範囲で多能工的に働いている。主業
務がダイカストの者は金型段取り、機
械検査にも従事している。主業務が溶
接の者は仕上げ、金型加工、機械検
査工程にも従事している。こうした結
果、前後工程を考えて業務にあたれる
ようになっている。 

 日本語能力の高い特定技能外国人材が
作業要領書をタイ語へ翻訳すると共に、
業務上のマニュアルもタイ語で整備して
いる。

 技能実習生と特定技能外国人材をはじ
め、外国人をラインに混在させることによ
り、外国人同士で技能伝承ができるよう
になっている。

 日本に不慣れな技能実習生が体調不良
になったときには、特定技能外国人材が
親身になって付き添い等をしてくれている。

 社内外の行事にも、分け隔てなく積極的
な参加を促し、社内運動会や社員旅行、
地域のお祭り等で交流を図っている。

 日本語能力向上のため、社員が日本語
学習会を開催し、多数の特定技能外国
人が参加している。N2合格を始め着実
に成果が現れている。

 Aさん：日本人は皆優しく、会社のイベ
ントも多く、仕事もプライベートも充実し
ています。

 Bさん：日本に来るまではとても不安で
したが、先輩や上司が丁寧に教えてく
れたので、今では頼りにされていてうれ
しいです。

 特定技能外国人材は、生産要員レベ
ルでは正社員に次いで技能レベル
が高く、技能実習生時代に比べ格段
に生産性向上に寄与してくれている。

 特定技能外国人材自身が技能実習
生への指導も行ってくれている。業務
面だけではなく生活面のフォローも
含めて対応してくれており、定着・活
躍に寄与している。

 作業効率向上・改善に向けた問題意
識を常に持って業務にあたってくれ
ており、改善提案書を提出してくれる
人も多い。

採用ルート ：                           ／  ／

登録支援機関 ： ／

自社技能実習修了

利用なし利用あり

他社技能実習修了 試験合格

鋳造工程（メイン業務） 加工検査工程（付随作業） タイ語作業要領書
運動会（ミノリンピック）、地域の夏祭りへの参加

４
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株式会社府中テンパール
【分 野】 工業製品製造業分野

【本社所在地】 広島県広島市

【従業員数】    166人 （うち１号特定技能外国人が5人、2号特定技能外国人が１人（国籍：ベトナム））

【主な製造品】  配線用遮断器、漏電遮断器、住宅用分電盤等の配線器具製造 【2026年2月時点】

採用方法・業務内容 定着・活躍に向けた取組等 受入れによる効果、活躍ぶり

本人の声

 自社で技能実習を修了した者の中か
ら、特に即戦力として期待したい人材
について、特定技能1号への在留資
格変更を行っている。

 特定技能として引き続き受け入れるに
あたり、対象となる外国人材の意思を
複数回にわたる面談により確認すると
ともに、母国にいる家族の同意につい
ても確認している。

 特定技能外国人材の主な業務は、技
能実習時代からの継続となる電気機
器組立て（開閉制御器具組立て、配
電盤・制御盤組立て）及び、電子機器
組立てを行っている（従事する工場に
より異なる）。

 地域の清掃活動や、お祭りへの参加、社
内イベントの企画・運営等、企業内外の
活動にも積極的に関わってもらっている。
特に、少子高齢化により地域のお祭りが
存続危機になっていたが、町内会から相
談を受け、10年以上前から外国人材た
ちが参加して、地域の方との交流を深め
るとともに、地域の文化を支えることにも
貢献している。

 日本語能力向上のため、毎年7月と12
月に実施される日本語能力試験を受験
する技能実習生、特定技能外国人材を
対象に、試験の3か月前から、N2・N3に
クラス分けをして、週２～３回の日本語勉
強会を開催している。

 給与支給時には、給与明細とあわせて、
社長から労いの気持ちを込めたメッセー
ジを日本語および母国語で添え、感謝の
意を伝えていた。その後、給与明細の電
子化に伴い一旦廃止したが、外国人たち
からの要望を受け、現在は再開している。

 日本に来たころは苦労ばかりでした
が、仕事をして自分が強くなり、家族
を助けていることに気づくことができ
ました。仕事に慣れてきた今、次の目
標は、より速く良い製品を作れるよう
になることです。

 日本人の考え方やマナー、サービス
等も学んでベトナムに持ち帰りたい
です。日本に来て、自分が思っていた
能力以上のことができるようになって
成長できたと感じます。

 技能実習時代から身につけた技能
を更に高めることで、幅広い製品分
野の技能を熟達してくれている。その
結果、中間技能を有する人材確保が
でき、多品種の受注に迅速に対応で
きる体制が構築できている。

 高い技能を有する特定技能外国人
材が業務にあたることで、製品の品
質と生産性の向上が図られ、お客様
との強固な信頼関係の構築にも寄
与してくれている。

お祭りへの参加 社内での日本語勉強会 メッセージ付の給与明細

採用ルート ：                           ／  ／

登録支援機関 ： ／

自社技能実習修了

利用なし利用あり

他社技能実習修了 試験合格

作業風景 ５



先進的な受入企業の取組み例(建設分野)

・会社 ：専門工事業者
・許可業種：鉄筋工事業

受入企業の紹介

・ベトナム人（特定技能２号）
・職種：鉄筋施工

外国人技能者の紹介

 2014年に技能実習生として入社し、技能向上、日本語習得に励み、
１級鉄筋施工技能士（鉄筋組立作業）及び日本語能力試験N２
を取得。

 社内の人材育成等について上長に提案を行うなど、上長だけでなく他社
からも高い評価を得ている。

 現場の班長・職長として、高度な技能、知識、経験を活かし、日本人、
外国人作業員双方に指導を行い、その他の相談にも対応している。

 実務だけでなく、他の技能者の技能検定受験のための座学や実技を指
導している。

 2025年度「外国人材とつくる建設未来賞」で優秀外国人建設技能者
賞を受賞。

外国人技能者の経歴、活躍

６

 職務に必要な技能資格、レベル（技能試験、各種免許等）を明記し
た評価制度を策定している。

 評価制度の基準や目指すべき目標を外国人技能者に説明し、仕事の
意欲を高めている。

 技能試験の受験前には、労働時間中に学習できる機会を設けている。
 日本語能力においては、各レベル（N２～N４）の合格目標期間を定

めつつ、会社負担で日本語研修が受講できることにしている。
 個別面談を実施し、個人別の課題を抽出し、解決する体制を整備して

いる。
 2023年度「外国人材とつくる建設未来賞」で外国人材育成賞を受賞。

受入企業の取り組み、工夫、成果



先進的な受入企業の取組み例（造船・舶用工業分野）

・企業名：造船所A社
・所在地：広島県
・全従業員数：200名以上
・国籍：ベトナム

受入企業
の紹介

 専門用語についての用語集を作成
・現場作業で頻出する専門用語について、用語集を作成。
・日本語のほか、ベトナム語も併記し、理解力の向上につなげている。
・現場からは、日本人班長による指示等についてもスムーズに理解できるよ
うになったという声がある。

 母国語翻訳の作業マニュアルを作成・配布
・外国人従業員の技能習得スピードを向上させるため、母国語に翻訳し
たマニュアルを作成。
・入社後に実施している研修にて、ベトナム語が併記されている作業マニュ
アルを外国人従業員全員に配布。
・日本語での記載についても、ひらがなやカタカナで記載しているほか、イラ
ストを用いており、外国人従業員が理解しやすいものになっている。

母国語翻訳① ～技能スピードの向上、作業効率化の実現～

専門用語集 作業マニュアル

・企業名：造船所B社
・所在地：岡山県
・全従業員数：100名以上
・国籍：フィリピン

受入企業
の紹介

 一目見てわかる掲示板
・工場内掲示板は、ベトナム語を併記。
・掲示板には、写真を用いて良い例と悪い例を掲載し、誰もが一目見て
理解できるものとなっている。

 外国人従業者の体調把握
・外国人従業員が答えやすいように母国語の問診票を活用
・問診票の活用により、通訳が不在でも具体的な症状等を把握すること
が可能。
・病院でも、医師の診療がスムーズに進むようになったという声がある。
・問診票は、21言語12科目あり、誰でも無料でダウンロードすることが可
能。
参考：「多言語医療問診票」 https://kifjp.org/medical/

母国語翻訳②～安全意識の徹底・従業員の体調把握～

工場内掲示板 問診票 ７



自動車整備分野における特定技能外国人を受け入れている企業の取組み例

受入企業 B受入企業 A

【受入企業の経営体概要】
所在地：埼玉県 工員：21名

【特定技能外国人の情報】
受入時期：令和元年９月
人数：１名 国籍：フィリピン

【受入れ機関の取り組みの一例】
• 住居については、安価な社宅費にて借上げ住宅（２DK)
提供

• 社会貢献の希望から、ボランティア活動（富士山清掃）に
参加

【特定技能外国人の主な業務】
• 定期点検整備（例：トランスミッションオイル量の確認）

《定期点検整備の様子》 《ボランティア参加風景》

【好事例】
• 同職場及び近隣の系列工場に6名いる自動車整備職種の
技能実習生に対して仕事やプライベートの相談や指導を行っ
ており、職場の雰囲気も非常に良好

【受入企業の経営体概要】
所在地：広島県 工員：22名

【特定技能外国人の情報】
受入時期：令和元年10月
人数：１名 国籍：フィリピン

【受入れ機関の取り組みの一例】
• 個人別の目標の設定と、上長による定期的な評価フィード
バックを実施。その結果を給与に反映させることでモチベー
ション向上

• 日本の国家資格である「自動車整備士資格」を取得すると
いう目標があることから勉強会を実施

• 母国の家族との連絡を取りやすくするため、WI-FIを設置
【特定技能外国人の主な業務】

• 定期点検整備（例：排ガス発散防止装置の配管の損傷
及び取り付け状況の確認）

• 分解整備（例：ブレーキキャリパの取り替え）

《定期点検整備の様子》 《分解整備の様子》
８



 これまで当分野では妥当な在留資
格がなく留学生アルバイトに頼っ
ていたが、特定技能外国人を採用
することで、社員として責任ある
仕事を任せられるられるようにな
り、仕事の品質も上がった。

航空（空港グランドハンドリング）の特定技能外国人の受け入れ企業の取組み例

・本社所在地：東京都
・特定技能外国人の出身国：モンゴル・フィリピン
・受入開始：令和２年度より

受入企業の紹介

○就労状況等のフォローアップ
 外国籍従業員による母国語での業務研修や、日常生活における指導等も

含めて対応を行っている。
 定期的に生活面や仕事上のことなどの面談を実施し、問題解決や改善を図っている。

○生活サポート
 賃貸住宅の借用に際し、身元保証など会社として支援している。
 基本的な生活必需品（寝具、冷蔵庫、炊飯器、調理器具等）は会社支給。
 その他、買物等の移動用として寮に自転車を配備している。

○日本語研修
 社内にて、日本語が上達できる様に日本語の勉強会を開いている。
 また、自己の成長度合いを確認できる様、日本語検定制度を社内で設けるなど、
     日本での生活が充実する応援をしている。

受入企業の取り組み、工夫

受け入れ企業の声

 もともと航空業界に興味を持っており、この会社に入れてよかった。
 就業前・就業後のサポートが充実しており、大変感謝している。
 航空分野の特定技能資格試験を取得し、採用試験を受けて就職した。アルバイトから社員とし
て働けるようになって良かった。

 仕事は楽しく困っていることはない。わからないことは必ず聞いて解決している。
 お給料が良く、満足しています。

実習生の声

業務の様子
（機内清掃）

日本語研修の様子

受入れ式の様子

９



〇 キャリアアップのための特定技能の積極的活用と外国人材の学びのモチベーションにつながる制度づくり
 特定技能制度によって、外国人材の携わることができる業務の幅が広がったことは、国内人材同様に、外国人材を育成できるチャンスと捉えている。

宿泊業界で働くことで身につけられるスキルを明確に、学びのモチベーションアップ、キャリアアップにつながる制度づくりとともに、様々な業務で貢献してくれる
貴重な人材としてより一層育成に力を入れたい。

 外国人材は仕事に対する価値観が日本人とは大きく異なる。意見の食い違いが生じることもあるが、対話を重視し、都度面談をして互いの理解を深めてい
る。日本人も同世代のグローバル人材に刺激を受け、相互に尊重し、理解しあえる関係を構築している。今後は、帰国した元スタッフが母国で立ち上げた
事業との協業など、人とのつながりによるグローバル展開も目指したい。

宿泊分野における特定技能外国人材の受け入れ企業の取組み例

 主にレストランサービス業務等に従事している。役職に登用
されるチャンスがあり、やりがいがある。

 お客様から直接声を掛けられたり、アンケートで自分の名前
を挙げて評価を受けたりする機会が多く、モチベーションになっ
ている。

 生活で困ったことがある場合は、同僚がサポートしてくれるた
め、生活に満足している。

 スタッフみんなが仕事をしやすく楽しむ現場を作る必要がある。
お客様の満足できるサービス提供もしたいので、やりがい大き
い。

 日本の接客業を自分の国でも広げていきたい。
 お客様がどういうことを考えているのか想像しながら働くのは難

しいですが、やりがいがあり楽しいと思っています。
 全て教えてもらってから勉強するのではなく、自分が分からな

いときは隣の先輩に聞いたり自分で見て勉強して頑張りたい。

・所在地：長野県
・特定技能外国人材の出身国：ミャンマー、ネパール等
・受入開始：平成27年度頃より

受入企業
の紹介

○個々のビジョン・目的に合わせたキャリアプランの作成・業務の割り当て
 従事する業務は、帰国後のビジョンや日本でのキャリア展望に合わせてカスタマイズ

する。例えば、5年で帰国を考えている場合、極力帰国後のビジョンに即した業務を、
日本で長期的に宿泊業の経験を積みたい場合はローテーションを軸にしつつも、専門
性も身につけられるようキャリアプランを作成し、業務を割り当てている。

○きめ細やかな生活サポート
 社員寮を完備。
 生活必需品の買い出しは社員用バスを用意し支援。
○レベル別の日本語教育
 自社で週1回、日本語研修を実施。日本語能力検定前

には対策授業を行っている。
 日々の会話の中から、日本語能力向上に繋がるよう、

日本人スタッフが積極的に会話を実施。

受入企業の取り組み、工夫

取組の効果と今後の展望

外国人材の声

10



自動車運送業（トラック）分野における特定技能外国人を受け入れている企業の取組み例

受入企業 A
【受入事業者概要】
所在地:関東 従業員数:G8,000名 主な荷種:食品等

【特定技能外国人の受入状況】
中国人1名、ベトナム人1名（ともにN2レベル）

【特定技能外国人材の受入れや定着のための工夫等】
• 未経験者を含めた多様な人財育成の素地をもった事業体を
確立。今回の外国人ドライバー採用に当っても、日本人従業
員の合意形成に問題なし。

• 仕事内容については、食品物流業という特性もあり地場の近
距離配送（準中型運転免許でのルート配送）に従事。

• BBQによる親睦会も定期開催しており、孤立しない仕組みも。
• 配送センター近隣の自社管理の社員寮に入居。管理人常駐
から日常生活のフォローも万全。

《特定技能外国人とトラック》 《先輩ドライバーと談笑風景》

【本人・受入れ事業者の声】
• 一人で運転や配送を行うので大変なこともありますが、安全
第一、焦らず無理せず、ルールを守って頑張っていきたい。

• Ｎ２レベルであっても、ニュアンスを含めた日本語の問題はあ
るため、相手の理解度を再確認する等の工夫は必要。

（全日本トラック協会によるヒアリング結果より作成）
受入企業 B

【受入事業者概要】
所在地:関東 従業員数:1,500名 主な荷種:工業製品

【特定技能外国人の受入状況】
ミャンマー人３名

【特定技能外国人材の受入れや定着のための工夫等】
• 特定技能への分野追加を見越し、倉庫内軽作業（外国人
留学生によるアルバイト）として2年前から外国人留学生
（ミャンマー人）の受入れを実施。

• ニュアンスを含めた日本語の問題もあり、日本人従業員との仲
介役としてＮ２レベルの事務員（技人国）を採用し、社内で
のコンセンサスを図った。

• 留学生時代から自社内で物流に従事していた外国人を本採
用することから、就業上の認識にずれが生じにくく、将来にわた
る離職率低減に資する。

《営業所における集合風景》

【本人・受入れ事業者の声】
• 留学生の時からお世話になっており、仕事内容やにコミュニ
ケーションに関して、安心して働くことができている。

• 日本での自動車運転が初となるため、運転技術の教育体制
には特に力を入れている。

• 日本語能力に加え、運転技術
の習得を行いながら、中型・大
型免許の取得へのステップアップ
を目指している

11



自動車運送業（バス・タクシー）分野における特定技能外国人を受け入れている企業の取組み例

【バス】受入企業 【タクシー】受入企業
【受入事業者概要】
所在地: 関東 従業員数: ５９６名

【特定技能外国人の受入状況】
 台湾人１名、 ベトナム人１名

【特定技能外国人材の受入れや定着のための工夫等】
• 現在特定技能申請中の者２名のほか、いわゆるミャンマー特活
の者を受け入れている。また、今後は、外国人留学生（ネパール、
ウズベキスタン、ベトナム等）の受入れを予定している。

• コミュニケーションの円滑化を図るため、多くのドライバーが集まる
納金作業時に積極的な声掛けを図っている。

• 外国人ドライバー数が増加してきたことを踏まえ、これらを対象とし
て別途コミュニケーションをとれる場を設けている。

【本人・受入れ事業者の声】
• 安心して働きやすい会社であり、今後も長く働き続けたい。
（外国人ドライバー）

• 真面目に業務に取り組む者が多く、今後とも積極的に外国人ド
ライバーの受入れを検討していきたい。（事業者）

《タクシーを運転する様子》

【受入事業者概要】
所在地: 東京・沖縄 従業員数: １８０名

【特定技能外国人の受入状況】
 フィリピン人９名

【特定技能外国人材の受入れや定着のための工夫等】
• 社内への情報共有や交流の機会をもつことで理解を深める。
• ２拠点に分けて配属し、一人一人時間をかけて教育する。
• 総務部より担当者を選出し、生活支援にあたる。
• マスコミ等を通じて情報発信し、世間にも理解を深める。

【本人・受入れ事業者の声】
• お客様を安全に目的地までお送りできたときがいちばんうれしい。
今後も運転技術をもっと向上させたい。（外国人ドライバー）

• 日本の運転文化に順応させるのに少々苦労した。（事業者）
• 海外のお客様に対して、英語で対応できていることがメリット。
（事業者）

《運転風景》《特定技能９名集合写真》

（全国ハイヤー・タクシー連合会によるヒアリング結果より作成）（日本バス協会によるヒアリング結果より作成） 12



鉄道分野（車両整備）における特定技能外国人の受け入れ企業の取組み例

東日本旅客鉄道株式会社（本社所在地：東京都） 東京総合車両センター・大宮総合車両センター
・特定技能外国人の出身国：インドネシア・ベトナム
・受入開始：令和７年度より

受入企業の紹介

○就労状況等のフォローアップ
 就労後は日本人社員と同等内容のOff-JT、工具を用いた基礎技術技能研修、

クレーン、フォークリフトなど必要な資格取得を実施。OJTも日本人社員と同等。
 車両整備に関する専門用語をピックアップして「鉄道用語100words」を作成。

母国語訳をつけ、難易度の高い用語理解をサポート。
 他社員と同様、タブレット端末を1人1台貸与。業務に必要な情報へのアクセスを

可能にするとともに、必要な連絡などもTeamsを活用して実施。
 面談では配属先管理者だけでなく、本社担当者等の人事関係社員も立ち会い、

状況をタイムリーに共有。

○生活サポート
 自社独身寮に入居可能。

（福利厚生は基本的に日本人社員と同等メニュー利用可）
 日本での生活にスムーズになじめるよう、寮ガイドの母国語訳版を作成。
 ムスリムの方が入居している寮では、寮で提供する食事に豚肉を使用している場合、

掲示しているメニュー表に「豚肉」マークを表示。
 地元と共同開催した鉄道イベントにも参加。

受入企業の取り組み、工夫

 日本は時間をしっかり守る国であるため、列車遅延を発生させないように業務理解
を深めて貢献したい。多くの人が利用する山手線に関わるメンテナンス業務に従事
できる点が、大きなやりがいである。

 ミスを起こすと大きな事故につながる業務が多いため、まず安全で正しい作業が最
優先である点を重要視している。日本の高い鉄道技術が組み込まれた車両を整備
できるのはうれしい。

特定技能外国人の皆さんの声

業務の様子
（パイプ曲げ加工）

東京総合車両センターの
特定技能外国人（前列5名）
後列6名＝同じ職場の技能実習生

13

 特定技能外国人の皆さんは日本語能力が高く、通常のコミュニ
ケーションは問題なくとれている。技術習得の意欲も旺盛なので、
まずはしっかりと学び、いずれ伝える側に成長することを期待してい
る。

 技能実習から特定技能になり、より責任感が出てきた。技能士な
どに挑戦して技術向上を図り、班長を目指してほしい。

受け入れ企業の声

母国語（ベトナム語）版寮ガイド
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特定技能等外国人材の受入れの優良事例
農業

【受入れ機関概要】（令和４年３月現在）
〇所在地：千葉県山武郡横芝光町
〇従業員：日本人15名 外国人10名（インドネシア、タイ）

計25名
〇主な作物：水稲、長ネギ

（※）食品安全・労働安全・環境保全・人権福祉など持続可能な農場経営

への取組みに関し、日本の標準的な農場にとって必要十分な内容を

網羅した基準。

【取組状況】
・一般企業と同じような労働環境を整備したいと考え、法人化。
・会社で費用負担し、機械免許の取得を支援。積極的に機械類の
操作も教えている。

・日本人、外国人が共通して昇給できる仕組みを整備。
・母国語で注意書きを掲示するとともに、細かいニュアンスを伝
える場面ではテレビ電話を利用して通訳を介して説明。

【その他】
・休日は原則週休２日。
・日常で気軽に使えるよう
外国人従業員用の自動車を購入予定。

☆ＪＧＡＰ認証（※）を取得。
☆従業員が働き続けたいと思える環境づくり。

農作業の風景

特定技能

漁業

【受入れ機関概要】（令和８年３月現在）
○所在地：宮崎県
○特定技能外国人：１８人（インドネシア）
技能実習生 ：１６人（インドネシア）

○漁業種類：まき網漁業、定置網漁業
【受入れ機関の取組】
○試験の取組
・漁協が主体となり、日本語能力試験N3及び特定技能２号の合格
を目指し、講習会等を実施。

○共生の取組
・漁協に外国人制度の担当者を設置し、関係機関への申請の他、
相談窓口として外国人からの生活や仕事に関する相談も受け付
けている。

・また、相談窓口で対応できないような内容は、漁協及び船主間
で協議を行い、「外国人が抱えているストレス」をそのままに
しないこととしている。

講習会の様子

特定技能

技能実習
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特定技能等外国人材の受入れの優良事例
飲食料品製造業

特定技能

外食業

特定技能

← 職場での特定技能の方の就労状況 ↑

【受入れ機関概要】（令和６年１月現在）
○所在地：埼玉県
○事業内容：食品製造（調理麺、調理済みレンジ商品、惣菜等）
○従業員数：484名

【外国人材の受入れ状況】
特定技能外国人受入数：６２名（内訳：ミャンマー人） 

【受入れ機関の取組】
・企業主導型保育園の開設、障害者やシニアの雇用など、多様
な人材の活躍推進に向けたさまざまな取組の一環として外国
人材を採用。技能実習生の約８割が特定技能へ移行している。
・日本語能力試験のＮ１、Ｎ２を目標とした勉強会を開催。日
本語能力レベルに応じた昇給制度を設けている。
・年２回の個別面談を実施。業務や職場に対する要望を聞き取
る機会を設けると同時に、同僚からの評価を本人にフィード
バックし、モチベーションアップや業務改善につなげている。
・安全衛生教育では、必ず身に着けてほしい事柄は母国語で伝
えている。また、重要なその他業務に関しても、母国語での
説明や掲示物の翻訳を徹底している。

【受入れ機関概要】（令和８年２月現在）
所在地：福岡県等
店舗数：約100店舗 従業員：約3,500人
業態：うどん・そば・丼店

【外国人材の受入れ状況】
受入れ数：242名（ベトナム、インドネシア、ミャンマー、ネパール）

※特定技能２号技能測定試験 合格11名
【受入れ機関の取組】
 若手人材の確保や留学生アルバイトの指導・サポートを目的
に４年ほど前から特定技能外国人材を採用。

 特定技能外国人が安心して働けるよう、入社後に１週間のト
レーニングを行い、店舗配属後に店長等が中心となり、丁寧
に教育を行うとともに、私生活の相談にも応じるなど、積極
的に関わりながら総合的に支援している。

 キャリアアップの一環として、社内に昇給制度を設けてテス
トを実施。教材は母国語に翻訳したものを配布し、テストは
日本語で実施することで、日本語能力の向上も図っている。

 特定技能２号の試験対策においても、社内で独自に翻訳した
教材を用意し受験者に提供し、合格に向けたサポートをおこ
なっている。

店舗における
勤務の様子



木材産業分野における外国人受け入れ優良事例

業務内・業務外両面でのコミュニケーションを重視し、日本人・外国人の垣根を越えたチームワークを醸成。

特定技能
１号

技能実習 特定活動
（緊急避難措置）

事 業 者 名 株式会社ネクスト 朝倉工場

事 業 製材加工

事 業 所 所 在 地 福岡県朝倉市杷木久喜宮839

雇 用 外 国 人 特定技能2人（インドネシア）、技能実習2人（ミャンマー）、特定活動1人（ミャンマー）

採 用 要 件 技能習得意欲や具体的な貯金意欲など、来日の目的がはっきりしていること 等

登 録 支 援 機 関 等
の 取 引 基 準

これまでの支援実績、入国前の日本語・生活等の教育内容、来日後の母国語によるサ
ポート体制 等

宗 教 等 へ の 配 慮 イスラム教が多いインドネシア人に配慮し、社員寮にキッチンを増設した

不 法 就 労 対 策 在留カード等の確認を実施する

安 全 管 理 ・ 対 策 毎朝、朝礼で注意喚起をしている

定 着 ・ 育 成 施 策 • 日本人社員との面談を定期的に実施するなど、相談できる環境を形成している
• プライベートでも祭りや観光に参加・引率し、地域に対する愛着を持ってもらうよ

うな取り組みをおこなっている

日 本 語 学 習 支 援 日本語での会話を率先することが第一だが、スマホの翻訳アプリも活用している

生 活 支 援 ・工場敷地内に社員寮を構えて個室を提供している
・宿舎内のゴミは産業廃棄物として会社で処理をしている

自社が選ばれる要因 日本人・外国人共に仲間意識が強く、働きやすさを感じているのではないか（これま
でも失踪は発生していない）

工場敷地内の社員寮では個室を提供

地元名所観光や祭りへの参加も積極的

上記情報はインタビュー実施（2025年12月17日（水））時点のものとなります。

16
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